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1．はじめに
体力とは「人間の活動の源であり，病気への

抵抗力を高めることなどによる健康の維持のほ

か，意欲や気力の充実に大きくかかわっており，

人間の発達・成長を支える基本的な要素である．」

とされており（文部科学省，2017），体力の維持・

向上を考え運動を実践することは，健康で気力

に満ちた生活を送る為に必要なことは言うまで

もない．

この体力について各年代を縦断的に測定する

取り組みとして新体力テストが全国の教育機関

を中心に行われている．新体力テストとは，体育・

スポーツ活動の指導や行政上の資料を得るため

に毎年行われている実技テストである（文部科

学省，2014）．
この調査結果を基に日本レクリエーション協

会は「現在の子どもの体力・運動能力の結果を

その親の世代である 30 年前と比較すると，ほ

とんどのテスト項目において，子どもの世代が

親の世代を下まわっています．一方，身長，体

重など子どもの体格についても同様に比較する

と，逆に親の世代を上回っています．このように，

体格が向上しているにもかかわらず，体力・運

動能力が低下していることは，身体能力の低下

が深刻な状況であることを示しているといえま
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す．」と報告し，幼少期の体力低下を問題視して

いる（日本レクリエーション協会，2017）．
幼少期の体力・運動能力の低下は今日まで大

きく話題に挙がっており，さらに高齢者の体力

についても健康維持・医療費削減の視点からた

びたび議論がなされている．

さらに，スポーツ庁が発表している 2016 年

の体力・運動調査の結果では，一般的な区分で

成年に該当する大学生の体力についても低下し

ていることが報告されており，現在，多くの年

代で体力が低下傾向にある．基本的に人間は加

齢とともに体力が低下すること，加えて子ども

や大学生の体力の現状などを考慮すると，将来

的な体力水準は，現在の高齢者の体力水準より

も低くなると推察される．つまり現在の大学生

が高齢者になる約 40 年後の高齢者の体力水準

は，これまで以上に深刻な問題になっていると

予見される．

ここで大学生を対象として体力水準を検討し

た先行研究を整理すると，大学の一授業の受講

生を対象にしたもの（池辺，2016）や必修科目

の授業内で全学的に測定をしたもの（大橋ら，

2012）をはじめとして多くの大学でデータの蓄

積がある．また，毎年の測定結果を基に体力の

推移や在籍している学生の特性を考察したもの
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ることが課題の一つである． 

4．まとめ
本調査は，日本大学三軒茶屋キャンパスに所

属する学生を対象に 2016 年度と 2017 年度の 2
年間に渡り実施した．調査はそれぞれ新入生を

対象とした．

スポーツ科学部においては，大学運動部所属

の学生の割合が多いことも影響しているが，男

女ともにほぼ全ての項目で全国平均を上回り，

体力水準が高い傾向にあることが明らかとなっ

た．これは一般学生のみの場合も同様の結果で

あることから，大学運動部所属の学生のみなら

ず一般学生も高い体力水準を有していることが

明らかとなった．

危機管理学部については，男女ともに全国平

均と比較して体力水準は低いことが明らかとな

った．特に大学運動部所属の学生を除いた場合，

平均値がさらに低くなったことから，危機管理

学部の一般学生の体力水準は低い傾向にあるこ

とが明らかとなった．

競技種目別の学生の体力について考察を行っ

たところ男子学生に関しては，各運動部ともほ

ぼ全ての項目で全国平均を上回ったものの，反

復横跳びと閉眼片足立ちについては，全国平均

と同値あるいはそれ以下という運動部が多数み

られた． 
女子学生についても，各運動部がほぼ全ての

項目において全国平均を上回った．しかし，閉

眼片足立ちについては全国平均を上回った運動

部は 3 部のみとなり，男子同様，平均値が低い

傾向にあった．
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